
党
区
議
団
を
代
表
し
て
次
の

よ
う
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

〇
被
爆
・
終
戦
80
年
を
機
に
、

大
田
区
の
平
和
の
と
り
く
み
の

強
化
に
つ
い
て
は
、
広
島
・
長

崎
市
長
の
呼
び
か
け
に
答
え
て
、

区
長
は
被
爆
者
と
実
際
に
会
う

こ
と
や
、
区
民
が
両
市
を
訪
問

し
て
被
爆
の
実
相
を
学
ぶ
機
会

を
作
る
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

○
参
議
院
議
員
選
挙
の
開
票
事

務
に
お
け
る
不
正
行
為
の
全
容

解
明
と
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
犯
人
捜
し
で
終
わ
り
と
し

な
い
こ
と
。
区
長
は
組
織
の
責

任
者
と
し
て
区
民
に
説
明
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

○
２
０
２
４
年
度
決
算
は
、
区

民
向
け
に
は
給
食
費
の
無
償
化
、

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
、
融
資
あ
っ

せ
ん
な
ど
行
い
ま
し
た
が
、
国
、

都
の
施
策
で
、
他
自
治
体
で
実

施
し
て
い
た
よ
う
な
区
独
自
の

物
価
高
騰
対
策
を
提
案
し
ま
し

た
が
、
実
施
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
質
問
し
ま
し
た
。

○
新
空
港
線
事
業
を
見
直
し
、

く
ら
し
と
福
祉
・
営
業
を
支
援

す
る
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

新
空
港
線
計
画
は
区
民
の
理
解

は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
約
１
０

８
億
円
も
の
積
立
金
は
区
民
の

暮
ら
し
に
つ
か
う
べ
き
と
提
案

し
ま
し
た
。

○
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

り
良
い
保
育
・
教
育
を
保
障
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
立
認

可
保
育
園
で
は
人
手
不
足
が
深

刻
で
す
。
保
育
士
応
援
手
当
の

復
活
を
求
め
ま
し
た
。

○
高
齢
者
、
障
害
者
、
若
者
、

子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
ま
い
の
施
策
に
つ
い
て

求
め
ま
し
た
。

○
「
国
際
都
市
お
お
た
」
に
ふ

さ
わ
し
い
多
文
化
共
生
社
会
の

実
現
に
つ
い
て
は
、
区
長
に
デ

マ
や
差
別
発
言
を
認
識
し
た
際

に
は
行
政
と
し
て
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
を
求
め
、
差
別
と
分

断
に
つ
な
が
る
排
外
主
義
が
起

こ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
策

を
講
じ
る
べ
き
と
提
案
し
、
区

長
は
「
共
生
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
答
え

ま
し
た
。

党
区
議
団
は
８
月
29
日
、
条

例
制
定
に
向
け
て
、
賃
金
・
労

働
条
件
の
確
保
、
対
象
に
は
、

建
設
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
区

内
中
小
企
業
や
介
護
、
障
害
者

福
祉
、
保
育
、
児
童
館
、
学
童

な
ど
で
区
の
委
託
や
指
定
管
理

の
事
業
所
で
働
く
労
働
者
や
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
で

働
く
労
働
者
に
加
え
て
一
人
親

方
や
個
人
事
業
者
、
物
品
納
入

業
者
な
ど
も
対
象
と
し
て
、
履

行
確
保
、
周
知
義
務
、
立
入
調

査
な
ど
の
運
営
体
制
の
必
要
要

件
に
つ
い
て
区
長
に
申
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
は
賃
金
の
底
上

げ
と
処
遇
に
大
き
な
プ
ラ
ス
効

果
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
、
区

内
の
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。代

表
質
問
に
お
い
て
も
、
建

築
資
材
の
高
騰
、
人
件
費
の
上

昇
な
ど
に
よ
り
、
区
民
生
活
を

支
え
る
公
共
工
事
を
担
う
こ
と

が
で
き
な
い
事
態
が
予
測
さ
れ

る
。
保
育
、
障
害
施
設
等
の
民

間
委
託
の
現
場
で
働
く
労
働
者

も
低
賃
金
の
た
め
、
経
験
の
蓄

積
の
困
難
さ
や
労
働
意
欲
の
低

下
な
ど
が
生
じ
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
お

り
、
公
契
約
条
例
が
待
た
れ
て

い
ま
す
。
既
に
23
区
内
で
は
15

区
が
実
施
、
さ
ら
に
豊
島
区
も

今
月
か
ら
の
第
３
回
定
例
会
に

条
例
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
田
区
に
お
い
て
も
早
期
実

施
に
向
け
て
、
公
労
使
代
表
に

よ
る
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

制
定
後
も
こ
の
専
門
委
員
会
に

よ
っ
て
実
効
性
が
確
保
さ
れ
る

体
制
を
取
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

(１)２０２５年１２月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ https://kugidan.jcp-ota.jp/ No.３１３

物価高騰から区民の
くらし、営業の支援を

第３回定例議会・決算特別委員会 ９月12日～10月10日

区
民
の
声
を
届
け
、
願
い
実
現
へ

代
表
質
問

清
水

菊
美
議
員

日本共産党大田区議団
（略称：党区議団）

大田区蒲田5-13-14

TEL 03-5744-1477

FAX 03-3730-3447

ご意見、

ご要望を

お寄せ下

さい。

高
物
価
に
対
応
し
た
価
格
保
証
を

早
急
な
公
契
約
条
例
の
実
現
を
め
ざ
し
て

村石まい子 すがや郁恵 杉山こういち 佐藤 伸 清水菊美
まちづくり環境委員 こども文教委員 政調会長／健康福祉委員会副委員長 幹事長／地域産業委員 団長／総務財政委員

交通政策調査特別委員 シティプロモーション・スポーツ調査特別委員 羽田空港対策特別委員 交通政策調査特別委員 防災安全対策特別委員

TEL 3742-2936 TEL 3768-5844 TEL 3730-3480 TEL 3298-6362 TEL 090-3342-3001

議会日程（案）
２月

６日（金）請願・陳情締切

13日（金）定例会 第１日

20日（金）定例会 第２日

代表質問 すがや議員

24日（火）定例会 第３日

３月

４日（水）定例会 第４日

６日（金）予算特別委員会

総括質疑 佐藤議員

６日（金）～23日（月）

予算特別委員会

25日（水）定例会 最終日

請願・陳情をお寄せください。



米
不
足
、
米
の
高
騰
に

つ
い
て

２
０
２
４
年
８
月
８
日
の
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨

大
地
震
注
意
）
の
発
表
や
お
盆

前
後
の
台
風
被
害
を
き
っ
か
け

に
、
店
頭
で
の
品
切
れ
と
買
い

占
め
の
連
鎖
に
よ
り
「
令
和
の

米
騒
動
」
が
お
こ
り
ま
し
た
。

物
価
高
騰
と
米
の
値
上
が
り
で

苦
境
に
あ
る
区
民
に
対
し
て
、

他
の
自
治
体
が
実
施
し
た
お
米

券
配
布
の
よ
う
な
米
不
足
に
対

応
し
た
施
策
を
大
田
区
で
も
実

施
す
べ
き
で
し
た
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等

の
危
険
性
を
区
民
に
分
か

り
や
す
く
周
知
す
べ
き

ゴ
ミ
収
集
車
や
ご
み
処
理
施

設
な
ど
で
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
な
ど
に
よ
る
火
災
が
発
生

す
る
と
、
ご
み
の
処
理
が
出
来

な
く
な
り
、
区
民
生
活
の
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
処
理
施
設
の
復
旧
に
は
多

大
な
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
区

民
の
財
産
と
命
に
も
か
か
わ
り

ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

時
は
区
報
の
特
集
号
を
組
ま
し

た
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等

の
ゴ
ミ
出
し
の
特
集
号
を
組
む

な
ど
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

等
の
危
険
性
を
区
民
に
分
か
り

易
く
周
知
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

善
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
こ
ど
も
食
堂
」
か
ら
行

政
が
学
ぶ
べ
き
こ
と

区
内
で
子
ど
も
食
堂
を
最
初

に
立
ち
上
げ
た
方
が
、
現
場
か

ら
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ま
か
せ
で
問
題
を
放

置
し
て
い
る
国
や
行
政
の
姿
勢
、

税
金
の
使
い
方
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
声
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
、
善
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
本

来
は
行
政
が
や
る
べ
き
こ
と

で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
こ

と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

保
育
士
応
援
手
当
の復

活
を

保
育
士
応
援
手
当
の
復
活
と

区
立
民
営
化
し
た
新
蒲
田
保
育

園
の
委
託
事
業
者
が
撤
退
す
る

問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
効

率
化
の
名
の
も
と
に
官
か
ら
民

へ
と
区
は
区
立
保
育
園
の
民
間

委
託
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

事
業
者
が
撤
退
す
れ
ば
一
番
影

響
を
受
け
る
の
は
子
ど
も
達
と

保
護
者
、
働
い
て
い
る
職
員
で

す
。
解
決
の
道
と
し
て
、
新
蒲

田
保
育
園
を
区
立
区
営
に
戻
す

こ
と
、
現
在
働
い
て
い
る
職
員

を
継
続
し
て
雇
用
で
き
る
よ
う

に

す

る

こ

と

を

求

め

ま
し
た
。

５
歳
児
検
診
の
実
現
へ

党
区
議
団
も
繰
り
返
し
求
め

て
き
た
５
歳
児
検
診
の
モ
デ
ル

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
保
育

園
で
の
検
診
で
は
医
師
の
配
置
、

保
健
師
な
ど
の
配
置
な
ど
負
担

に
な
る
の
で
、
健
康
づ
く
り
課

が
責
任
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

平
和
島
駅
ト
イ
レ
の

問
題
に
つ
い
て

平
和
島
駅
の
改
築
に
よ
っ
て

構
内
ト
イ
レ
が
２
年
間
使
え
な

く
な
り
ま
す
。
地
域
住
民
、
乗

降
客
か
ら
公
設
ト
イ
レ
の
設
置

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
決

す
る
の
は
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置

で
す
が
、
直
ち
に
、
京
急
が
設

置
し
た
仮
設
ト
イ
レ
を
朝
の
始

発
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
京
急

に
交
渉
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

２０２５年１２月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ「日本共産党大田区議団」で検索 No.３１３（２）

短時間豪雨災害の
対応について

９月11日正午過ぎから夕刻にかけて大田区で

累積雨量128.5ミリの

大雨となり、記録的

短時間大雨情報が大

田区で初めて発令さ

れ、丸子川及び呑川

流域に緊急安全確保

が発令されました。

区内の被害状況は、

９月29日現在で床上

浸水556件、床下浸水110件など、区の施設も92

施設が被害を受けたということです。被害を受

けた皆様に心よりお見舞い申し上げます。

大田区では、今回の豪雨災害を受けて災害見

舞金の金額を引き上げ、さらに床下浸水への見

舞金も新しく支給を始めました。

第３回定例会の中で多くの会派から今回の災

害への対応や新たな備えについて質問がありま

した。日本共産党大田区議団は、総括質疑で杉

山区議が災害時の要支援者の個別避難計画が進

んでいないことから、区が責任をもって速く進

めることや、家屋への止水板設置の助成を求め、

区は止水板設置助成は前向きに検討すると答え

ました。

物
価
高
騰
へ
区
独
自
の
施
策
を

決
算
特
別
委
員
会
・
総
括
質
疑

杉
山

こ
う
い
ち
議
員

決
算
特
別
委
員
会
で

す
が
や
・
村
石
・
佐
藤
議
員
が
質
疑
し
ま
し
た

すがや郁恵議員

杉山こういち議員

「
平
和
島
駅
周
辺
地
区

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
よ
り



Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‐

Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
は
な
く
、
安
心
安
全
の

公
園
へ

羽
田
空
港
跡
地
に
計
画
さ
れ

て
い
る
広
さ
３
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
新
し
い
都
市
計
画
公
園
は
、

災
害
時
の
羽
田
・
東
糀
谷
の
住

民
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
公
園
の
防
災
の

備
え
を
東
糀
谷
防
災
公
園
の
よ

う
に
拡
充
し
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‐

Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
「
稼
ぐ
公
園
」

で
は
な
く
、
区
民
の
命
と
安
全

を
守
る
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
の
役
割
を
十
分
発
揮
で
き

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
保

障
す
る
た
め
に

教
員
を
増
や
し
て

大
田
区
は
、
学
校
の
教
員
不

足
、
多
忙
化
解
消
の
た
め
に
、

部
活
動
の
地
域
連
携
、
外
部
人

材
確
保
や
、
「
大
田
み
ら
い
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
」
の
区
独
自
採
用
（
２

０
２
５
年
現
在
３
名
採
用
）
な

ど
、
教
員
の
働
き
方
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
の
時

間
外
勤
務
が
月
45
時
間
を
超
え

る
教
員
の
割
合
は
約
32
％
と
、

依
然
と
し
て
長
時
間
勤
務
の
教

職
員
が
多
い
状
況
で
す
。
教
職

員
を
増
や
し
、
教
員
の
長
時
間

労
働
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
育
つ

権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
不
可

欠
で
す
。
教
員
を
抜
本
的
に
増

や
す
た
め
に
、
国
で
定
め
る
教

職
員
の
基
礎
定
数
の
改
善
を
国

に
要
望
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

(３)２０２５年１２月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ https://kugidan.jcp-ota.jp/ No.３１３

2025年第３回定例会で審査された請願・陳情は全部で16件でした。そのうち３件は採択されまし

たが、10件は不採択、３件は継続審議となりました。党区議団は、区民の願いを実現させるために、

採択に向けて委員会や本会議の中で意見を述べてきました。

公園全体計画のイメージ図（「羽田空港跡地第1ゾーン都市計画公園」

住民説明会投影資料より）

村石まい子議員

件名 結果
共
⑤

自
⑭

公
⑪

つ
⑥

立
④

維
③

都
②

フェ

①
れ
①

子
①

政務活動費に関する所得税法違反の懸念と議会の対応を求める陳情 不採択 ○

× × ×

○ ○

×

棄権 ○

×

国民健康保険の区民に対する資格確認書の一斉交付に関する陳情 不採択 ○

× × ×

○

× ×

○ ○

×

「生活保護に関する最高裁判決の履行を厚生労働大臣に求める意見書提出」の陳情 不採択 ○

× × ×

○

× ×

○ ○

×

軟弱地盤の新空港線計画工事への影響及び対策を液状化対策も含めて明示してほしい陳情 不採択 ○

× × ×

○

× ×

○ ○

×

新空港線計画一期整備での「利便性」について具体的で丁寧な説明を求める陳情 不採択 ○

× × ×

○

×

× ○

× ×

特別養子縁組家庭に対する保育園入園時の利用調整基準指数の加点に関する陳情 不採択 ○

× × ×

○

× × ×

○

×

参議院選挙での公職選挙法に抵触する行為の解明と区民への周知を求める陳情 不採択 ○

× ×

棄権

× × ×

○

× ×

大田区健康診査・特定健康診査・長寿健康診査項目に聴力検査を求める陳情 不採択 ○

× × × × × ×

○

× ×

国に防衛力強化の一環として食料安全保障を重要視することに関する陳情 不採択

× × × × × × ×

○

× ×

新型コロナウイルスワクチン接種の検証とその結果の周知を求める陳情 不採択

× × × × × × ×

○

× ×

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する陳情（3件） 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

以下の陳情は、付託先委員会で継続審査となりました。

館山さざなみ学校の広報に関する陳情 継続 ○ 継続 継続 継続 継続 継続

良質な行政サービスと労働条件改善に資する「大田区公契約条例」の制定を求める陳情 継続 ○ 継続 継続 継続 継続 継続

公共施設内での労働組合加入、政党機関紙の勧誘等に関する調査及び是正を求める陳情 継続

×

継続 継続 継続

×

継続

共…日本共産党大田区議団、自…自由民主党大田区議団・無所属の会、公…大田区議会公明党、つ…つばさ大田区議団、立…立憲民主党大田区議団、維…

日本維新の会大田区議団、都…大田区議会 都民ファーストの会・国民民主党、フェ…フェアな民主主義、れ…OTAれいわ新選組、子…大田子ども防災会。

丸数字は所属議員数



総
務
費
で
多
文
化
共
生
推
進

事
業
に
つ
い
て
、
都
市
整
備
費

で
新
空
港
線
整
備
事
業
に
関
連

し
て
質
問
し
ま
し
た
。

外
国
人
差
別
を
許
さ
ず

多
文
化
共
生
の社

会
め
ざ
し
て

ま
ず
、
多
文
化
共
生
推
進
事

業
で
は
、
７
月
に
行
わ
れ
た
参

院
選
挙
で
の
「
外
国
人
が
増
え

た
か
ら
犯
罪
が
増
え
た
」
な
ど
、

ウ
ソ
と
デ
マ
で
外
国
人
へ
の
憎

悪
を
煽
り
、
差
別
す
る
主
張
が

繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
問
題
で

あ
る
一
方
で
、
人
権
と
多
様
性

を
大
切
に
す
る
社
会
を
つ
く
り

た
い
と
願
う
運
動
が
、
市
民
の

な
か
に
大
き
く
広
が
り
、
デ
マ

や
フ
ェ
イ
ク
で
外
国
人
を
差
別

す
る
こ
と
へ
の
批
判
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

７
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
知
事

会
議
の
「
青
森
宣
言
」
は
「
排

他
主
義
、
排
外
主
義
を
否
定
し
、

多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
す…

、

対
話
の
中
で
日
本
の
未
来
を
拓

く
舞
台
と
な
っ
た
」
と
し
、
ま

た
、
「
民
主
政
治
を
脅
か
す
不

確
か
で
根
拠
の
な
い
情
報
か
ら

国
民
を
守
り
、
国
民
が
正
し
い

情
報
に
基
づ
い
た
政
治
に
参
画

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
求

め
て
い
く
」
と
し
ま
し
た
。
区

長
は
党
区
議
団
の
代
表
質
問
に
、

「
私
は
区
長
と
し
て
大
田
区
で

暮
ら
す
全
て
の
人
が
等
し
く
尊

厳
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
施
政
方
針
と
し…

、
国
籍
に

か
か
わ
ら
ず
基
本
的
人
権
を
し
っ

か
り
保
障
す
る
こ
と
が
重
要
」

と
答
え
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

こ
の
姿
勢
に
立
っ
た
多
文
化
共

生
推
進
事
業
が
必
要
だ
と
求
め

ま
し
た
。

新
空
港
線(

蒲
蒲
線)

第
一

期
整
備
事
業
は
、
整
備
主
体
と

な
る
羽
田
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン

株
式
会
社
と
、
営
業
主
体
と
な

る
東
急
電
鉄
株
式
会
社
が
、
８

月
１
日
に
国
土
交
通
省
に
提
出

し
た
速
達
性
向
上
計
画
が
10
月

３
日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
都
市
計
画
や
環
境
影
響
評

価
の
手
続
き
を
行
い
、
そ
の
後
、

工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

第
３
回
定
例
区
議
会
・
決
算

特
別
委
員
会
等
で
は
こ
の
国
土

交
通
省
に
提
出
さ
れ
た
「
速
達

性
向
上
計
画
」
の
内
容
や
、
地

域
公
共
交
通
計
画(

新
空
港
線

第
一
期
整
備
区
間
沿
線
地
域)

が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

新
空
港
線
整
備
の
目
的
の
一
つ

に
、
国
際
競
争
力
の
強
化
の
拠

点
で
あ
る
渋
谷
、
新
宿
、
池
袋

な
ど
や
、
東
京
都
北
西
部
、
埼

玉
県
南
西
部
と
羽
田
空
港
と
の

ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
挙
げ
な
が
ら
、

「
整
備
効
果
の
例
」
と
し
て
中

目
黒
駅
～
京
急
蒲
田
駅
付
近
の

蒲
田
新
駅(

仮
称)

（
約
13
分

短
縮
）
と
、
自
由
が
丘
駅
～
京

急
蒲
田
駅
付
近
の
蒲
田
新
駅

(

仮
称)

(

約
22
分
短
縮)

の
２

例
し
か
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
埼
玉
県
の
各
駅
や
池
袋

駅
、
新
宿
駅
や
渋
谷
駅
か
ら
の

時
間
短
縮
の
例
を
示
せ
な
い
の

か
聞
き
ま
し
た
が
、
東
京
メ
ト

ロ
副
都
心
線
や
東
武
東
上
線
、

西
武
池
袋
線
な
ど
の
路
線
と
相

互
直
通
運
転
を
行
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
、
具
体
的
な
運
行
計
画

に
つ
い
て
は
、
今
後
各
社
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
短
縮
時

間
を
示
せ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
相
互
直
通
効
果
の
影

響
が
薄
い
渋
谷
駅
か
ら
の
短
縮

時
間
も
示
せ
な
い
な
ど
、
区
民

に
と
っ
て
利
便
性
の
向
上
や
メ

リ
ッ
ト
へ
の
疑
問
に
答
え
ら
れ

な
い
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
に
条
例
案
を
提
案

し
た
の
は
、
憲
法
26
条
「
義
務

教
育
は
無
償
」
の
実
現
と
と
も

に
子
育
て
世
代
の
教
育
費
負
担

軽
減
を
考
え
た
か
ら
で
す
。
教

材
費
は
、
各
学
校
で
共
通
し
て

使
用
す
る
リ
コ
ー
ダ
ー
や
理
科

実
験
の
道
具
な
ど
の
教
材
費
で

す
。
品
川
区
を
は
じ
め
世
田
谷

区
な
ど
７
区
が
教
材
費
な
ど
な

ん
ら
か
の
無
償
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
ど
も
文
教
委
員
会
で
は
、

「
思
い
は
わ
か
る
が
時
期
尚
早
」

「
予
算
が
か
か
り
す
ぎ
る
」
な

ど
多
数
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
（
立
憲
、
れ
い

わ
、
フ
ェ
ア
民
が
賛
成
）
。

し
か
し
、
本
会
議
の
代
表
質

問
で
は
自
民
党
、
公
明
党
も
学

校
教
材
費
の
無
償
化
を
求
め
て

い
ま
す
。
教
育
長
も
「
検
討
し

た
い
」
な
ど
と
前
向
き
の
発
言

を
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
予

算
で
実
現
す
る
よ
う
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
運
動
を
広
げ
強
め
て

ま
い
り
ま
す
。

２０２５年１２月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ「日本共産党大田区議団」で検索 No.３１３（４）

佐藤 伸議員

新
空
港
線
（
蒲
蒲
線
）
計
画
は

利
便
性
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い

第一期整備イメージ図（区ホームページより）

（略）

速達性向上計画の認定申請のプレスリリース（下線は党区議団加筆）

速達性向上計画に示された「整備効果の例」

学
校
教
材
費

無
償
化
条
例
を
提
案


